
令和6年7月30日（火）に虎の門病院で第5回原虎連携会が開催されました。
毎年2回、双方の医療従事者が一堂に会し、症例発表と意見交換を行っています。今回は、脳血管疾患の患
者2例をリレー形式で症例発表しました。
1例目は、身体能力の改善だけでなく復職へ向けた各病院の取り組みの発表を行いました。当院でも復職
支援やむすびプロジェクトといった就労に向けた退院支援に取り組んでいるため、有益な情報交換が行え
ました。
2例目は、転院まで9日間という短期間で入院してきたケースについて、急性期側の調整や当院の入院調整
も含めて情報共有を行うことができました。また今回をモデルケースとし、早期の入院の受け入れをするた
めには、双方がどのように取り組んでいくべきか明確になりました。
今回の原虎連携会を通じて、より風通しの良い医療連携を図れるようになったと感じました。

医療ソーシャルワーカー　鈴木

当院では、「プリセプター制度」を導入しています。
「プリセプター制度」とは、看護部やリハビリテーション科
などの新人スタッフ（プリセプティー）に先輩スタッフ（プ
リセプター）が一定の期間マンツーマンで指導・教育を行
う新人教育制度です。
この制度の目的として、リアリティショック（理想と現実
のギャップに衝撃を受けること）を最小限にすること、病
院や組織に馴染めるようにすること、新人や学生から医療
従事者への移行をスムーズにすることなどがあります。
新人スタッフが入職したばかりの初期の段階から一人前に
なるまで、安心して仕事に取り組める環境作りや、日々実
践の場での指導、精神面のサポートなどを行います。
ときには食事会を行い、その時々の悩みを相談し、ともに
考えお互いが成長できるよう環境を整えています。

クラーク　萩原

▲ 8・9階病棟 看護部
ときには食事会をすることもあります。職場では相談しづ
らい内容でも話しやすく、精神面のフォローも行います。

当院では月に1～2回行事食を取り入れています。
入院中でも、お食事で季節や旬を感じていただける
ように工夫を凝らしています。様々な行事に合わせた
お食事を提供し、患者さまから大変ご好評をいただ
きました。

栄養科　宮口

■とても美味しくて、退院前に食べられてよかったです。
■全部美味しくて全部食べました。

●煮穴子丼
●ふんわり天の
海老あんかけ

●かぶと茗荷の浅漬
●抹茶ババロア

みょうが

■ゼリーの星型がかわいらしかったです。
■とても豪華で美味しかったです。

●七夕そうめん
●南瓜と茄子の
そぼろあん

●七夕フルーツゼリー

●鰻ちらし
●すまし汁
●季節の冷やし鉢
●抹茶ババロア

行事食

患者さまの声

患者さまの声

患者さまの声
■盛り付けも綺麗で
よかった。

■入院中に鰻が食べられるなんて思いませんでした。大満足です。
■とっても楽しんで食べられました。
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▲ 10・11階病棟 リハビリテーション科
一人前になれるよう二人三脚で業務に取り組みます。

レクリエーション委員会では、病院敷地内の花壇で夏野菜を育てています。
野菜はミニトマト、ナス、枝豆、キュウリ、トウモロコシ、スイカを苗から植えて、
患者さまと一緒に日々水やりをいたしました。晴天に恵まれたことで野菜たち
もすくすく育ち、その後収穫を行いました。
レクリエーション委員会では、季節ごとに植えるものを変えており、実際に体験
して季節を感じられるような活動を行っています。

リハビリテーション科　レクリエーション委員会

連携会
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令和6年7月11日（木）に、防火・防災訓練を行いました。病院では、1年
に2回以上の消防訓練の実施が義務付けられています。今回は日勤帯に
7階病棟で火災が発生した想定で、消防と避難の訓練を行いました。
迅速な避難訓練と、院内の防火・防災意識の向上を目的としています。
看護師や看護補助者、リハビリスタッフ、事務スタッフなど約40名の職
員が参加し、避難誘導役や患者役とそれぞれ割り振り、7階病棟から患
者さまの避難の方法や経路、どのように患者さまの安全を確保するのか
など、緊急時に必要な動きを改めて確認致しました。
歩行困難な方は、安全・円滑・迅速に階段で避難させることができる、災
害・非常用階段避難車を使用して避難しました。その後、水消火器を使
用して消火訓練を行いました。日々の業務の中で万が一に備え、防災意
識を持ち、しっかりと取り組みました。
訓練中にご来院されていた皆さまには、ご理解とご協力をいただきあり
がとうございました。今後も定期的に訓練を行い、職員の防火・防災に対
する意識を高めていきたいと思います。 総務課　田中

アイスクリームの提供

部 署 紹 介
当院には、看護部やリハビリテーション科をはじめとした
さまざまな部署があります。
今回は、2つの部署をピックアップして紹介いたします。

令和6年7月7日（日）に行われました東京都知事選挙の前に、ご入院中の
患者さまで希望された方を対象として、院内で不在者投票を行いました。
各病棟のデイルームを不在者投票の会場とし、140名という多くの患者さ
まにご投票をしていただきました。
各自治体の選挙管理委員会によって指定されている病院であれば、ご入
院中でも投票することができます。また、住んでいる市区町村以外の病院
にご入院されていたとしても、投票が可能です。
ご入院中でも、よりよい社会づくりに参加する患者さまの意思を大切にし
たいと思います。 総務課　鈴木

「むすびプロジェクト」は当グループのリハビリ病院を退院された患者様が、
その人らしく生きいきと生活していただけるよう、支援するための取り組みです。

今回はその取り組みのひとつである、毎月配信しているL I N Eでの情報発信までの道のりをご紹介いたします。

LINE配信までの道のり 　左図の通り、LINE配信は皆さんのアンケートが出発点となりま
す。その結果でテーマを決定します。テーマによって、看護師、理学
療法士、栄養士、ソーシャルワーカーなど各専門職が作成します。
更に、動画や資料が一般の方にも伝わりやすいか、内容に間違いが
ないかなど、医師も含めた医療従事者が確認後にLINEでの配信と
なります。
LINEの登録は、入院患者さん及びその身内の方

に限らせていただいておりますが、QRコードから過
去に配信した資料や動画をご覧いただけます！
　今後も、皆さんの健康にお役に立てるよう配信して
参りますので、LINEに登録されている方は、アンケー
トの回答にご協力いただきます様お願いいたします。

▲ ホームページの
　 QRコード

○○について知りたい！
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配信日は毎月第1（土）※現時点の配信日になります。
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不在者投票

医事課 私たち医事課は、受付業務、会計業務、診療
報酬請求業務を行っています。

診療報酬請求業務では、医科診療報酬の規定に則り、患者さ
まの健康保険証の負担割合に応じて、患者さまと保険者へ診
療費の請求を行っています。
健康保険証の変更、各種医療証が交付された際は、ご請求金
額に変更が生じることがございますので、速やかにご提示を
お願いいたします。
ご不明な点がございましたら、1階受付までご相談ください。
※月曜日～土曜日 9：00～17：00(日・祝を除く) 受付業務の様子

医療福祉総合相談室

当院の医療福祉総合相談室には、医療ソーシャルワーカーと
して社会福祉士16名が在籍しています。
ご入院時よりすべての患者さまに対して医療ソーシャルワー
カーが１名担当し、入院生活に伴って生じる不安や問題の解
決に向けたお手伝いや、退院後の生活にスムーズに移行でき
るようサポートさせていただいています。
ご不明な点などございましたら、お気軽にご相談ください。 入退院に関する会議の様子

職員慰労の一環として、アイスクリームの提供を行いました。
チョコレートシロップやカラースプレー、コーンフレークなどの
トッピングも用意して、6回の提供を予定しています。
食堂に来られた職員のみなさんは、嬉しそうにアイスクリーム
をすくっていて、食後のデザートを楽しんでいました。
当院では日々職務に励んでいる職員に向けて慰労を定期的に
行っております。 総務課　財満


